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Shin KUBOTA: Death of Katelysia japonica (Gmelin, 1791) (Bivalvia: Veneridae) 
in a mud flat in Wakayama Prefecture, Japan 
南方系二枚貝類の スダレハマグリKatelysia





































Figure 1. The largest and smallest specimens of dead shel I 
of Katelvsia japonica found from Uchinoura mud flat, 
Tanabe city, Wakayama Prefecture, Japan in 2015. 
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Shin KuBoT A : Curious droning in chorus of cicadas in Kyoto 
京都府京都市東山区にある史蹟の一つ、
院付近で、 変わった蝉しぐれに遭遇したので記
録しておく。 それは2015年8丹8日14時45分頃で、
気温が37℃くらいによがった猛暑日の晴天の臼
中に、 林の中で複数のセミが同時に鳴いた。
種の鳴き声が同時に開けた。
数分間の短い時間ではあったが、 クマゼミは
久保田
ただl回1 個体が鳴き、 夏の終わりが本番のツク
ックボウシが盛夏でお盆前の暑くて汗だくにな
った日に珍しく数回も連続して鳴き、 加えて、
バックコーラスの ようなニイニイゼ、ミとアブラ
ゼミの鳴き声がずっと響いていた。 なお、 この
自の午前中にも、 同じ京都市内の東山区の
寺でツクツクボウシが何度も鳴いていた。
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